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研究課題名 マイクロインジェクション法を用いたゲノム編集マウス・ラット作

製技術の確立と、腎泌尿器・生殖器組織特異的ノックアウトモデル

の作出 
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概要 
（100～150 字程度） 

本研究では、貴施設のマニュピレーターを用いたマイクロインジ

ェクションと、本学の生殖工学およびエレクトロポレーションの技

術を組み合わせることにより、多様な遺伝子改変マウス・ラット作

製を可能とする技術を確立する。また、確立した技術で腎泌尿器・

生殖器組織特異的ノックアウトモデルを作出し、マウス・ラットで

表現型の比較を行う。本年度は主に必要な技術習得を進めた。 
研究目的 
（300 字程度） 

ゲノム編集技術の発展によって、従来の ES 細胞を用いた方法で

は困難であったノックアウト（またはノックイン）ラットの作製が

容易になった。マウスにおいてはノックアウト等によって、これま

での多くの疾患モデルが作製されてきたが、一部の疾患はマウスで

は再現されず、ラットで疾患モデルを作製することで、よりヒトに

近い表現型を得ることが出来ると報告されている。このことからマ

ウス・ラット双方の疾患モデルを作製するための遺伝子改変技術を

有することは、研究の推進において有意である。本研究ではマイク

ロインジェクション法を用いたゲノム編集による遺伝子改変マウ

ス・ラット作製技術の確立と、本技術を用いた腎泌尿器・生殖器組

織特異的なノックアウトマウス・ラットの作製を目的とする。 
研究内容・成果 
（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

コロナ禍で中断していた札幌‐旭川の移動を今年度より再開した。 
年 4 回の貴施設訪問において、マニュピレーターを用いたマウス前

核期胚へのマイクロインジェクション技術の修練と、貴施設職員へ

の生殖工学技術の指導を行い、遺伝子改変マウス・ラット作製技術

の確立に向けて準備を進めた。また、ゲノム編集を行うために必要



な試薬等消耗品を購入した。なお、Web 会議は行っていない。 
成果 【学会報告】 
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特になし 
 
【論文発表】 
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【新聞報道】 
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